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日本におけるマリアテギの紹介と研究＊
(1) はじめに
辻血、‘ム＊＊
豆 iロ
1994年はペルーの，というよりはラテンアメリカの代表的なマルクス主義
思想家であるホセ・カルロス・マリアテギの生誕百周年にあたり，記念館の
開設や出版，シンポジウムなどさまざまな記念行事が催された！）。 そこで議
論されたことは，マリアテギの思想が現実の状況においていかなる有効性を
もつかであり，全体的な論調はコミンテルンの硬直的な正統派マルクス主義
に対して終始批判的であった彼の思想こそ現代において再評価されるべきだ
というものであった。
本稿は，マリアテギが日本においてどのように紹介，研究されてきたかを
明らかにすることを目的として，マリアテギに言及した書籍，雑誌記事・論
＊本稿は AnuarioMariateguiano［マリアテギ年報］，（Lima:Amauta, Vol. 4, 
No. 4, 1992)の西語論文 ("Estudiossabre Jose Carlos Mariategui en Jap6n: 
Informe bibliografico actualizado’'）を日本語に書き改め，（2)「マリアテギの
生涯」と93年以降の研究動向を加筆したものである。
＊＊京都外国語大学教授
1)主なものとして，マリアテギ博物館 (6月17日開館， Casade Mariategui, Jr. 
Washington 1946, Lima) の閲設， 全集の改訂版の発行 (MaridteguiTotal, 
Torno I, I, Amauta)，ペルー各地，米・英•仏・伊・中，およびラテンアメリカ
各国（メキシコ，ベネズエラ，キューバなど）での記念シンポジウム， リマでの記
念週間 (6月13-17日， 国立博物館における 9つのシンポジウム， 9つの円卓会
議．展示会），中央銀行による記念銀貨の発行。
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文等の内容を紹介し，さらにその発表年代順に従って一覧表を付与したもの
である。 この一覧表では， 「マリアテギ」と一言も触れられているテキスト
はすべて収録している。管見のかぎりでは，現在までで127点がリスト・ア
ップされ，そのなかで直接，マリアテギを主題にしたものは，事典類を含め
て33点に上る。分野別にみると，歴史 [26点］，政治 [24点］，土地制度史を
含む社会経済史 [11点］， 思想・宗教 [10点］，文学 [10点］文化・人類学
[5点］，随筆 [5点］，事典［16点］，マリアテギの原典翻訳[3点］である。
その他研究動向，書評，学会誌の報告記事などでマリアテギに言及されてい
る。なおマリアテギ自身の著書を含めて翻訳書は20点，日本で発表された西
語文献2点，日本人による海外で発表した文献2点である。以下では，マリ
アテギのプロフィールを紹介したのち，重要な文献についてその内容を紹介
しながら日本におけるマリアテギ研究の現状を検討していきたい。
(2) マリアテギの生涯
マリアテギは1894年6月14日，ペルー南部沿岸部の都市モケグアに生まれ
た。父親はリマの名門の生まれであったが，彼が生まれてまもなく家を出，
母親の手で育てられた。母親と弟2人の一家4人は1899年， リマ北部の都市
ウアチョに移ったが，そこでマリアテギは左足血腫にかかり，入院のためリ
マに転居した。退院後も 4年間療養生活を送り，以後左足は不自由となりさ
らに後年，右足を手術で切断している。彼は生涯，学校教育を受けず，独学の
人であった。 15歳のとき，植字工見習いとして大新聞社のひとつ「ラ・プレ
ンサ（報道）」社に入社した。やがて校正係となるとともに，「ホアン・クロ
ニケル」のペンネームで記事を書き，編集にも参画した。 1916年に「ラ・プ
レンサ」社を退社し，『エル・ティエンポ（時代）」誌，『エル・トゥルフ（競
馬）」誌の編集を主宰した。 1918年に『ヌエストラ・エポカ（われらの時代）』
誌を創刊して政治問題を正面から取り上げ， 19年には『ラ・ラソン（理性）』
紙を創刊して折からの労働運動，大学改革の高揚に対し，これを擁護する論
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陣を張った。 10月，こうした活動が当時のレギア政府に暁まれ，ペルー対外
宣伝員の名目で渡欧を余儀なくされたが，これは事実上の国外追放であった
（「偽装亡命」と呼ばれている）。
1929年から 2年間イタリアに，その後フランス， ドイッ，ォーストリア，
ハンガリー，チェコスロバキア，ベルギーと訪問し，当時のヨーロッパの政
治・思想に触れた。とくにイタリアにおけるベネディト・クローチェ，ビエ
ロ・ゴベッティ，フィリボ・トマソ・マリネッティ，アントニオ・グラムシ
との出合い， リボルノ大会における社会党の分裂，ファシズムの台頭を目撃
したことは，彼の思想形成に大きな影響を与えたと考えられている。またフ
ランスからはジョルジュ・ソレルの影響を受け，アンリ・バリュビュスの知
遇を得ている。激動の真っ只中にあったヨーロッパにおけるこの 3年余りに
わたる体験は，ョーロッパという視点をつうじて彼にとっての祖国，アメリ
カの再発見をもたらし，当時のラテンアメリカの民族主義の潮流（アプリス
モ，メキシコ革命のプチプル性）を乗り越える理論的枠組みを獲得する契機
となったのである。
1923年にペルーに帰国すると，ァャ・デ・ラ・トーレによって主宰されて
いた「ゴンサレス・プラダ人民大学」に講師として参加した。そして，当時
メキシコに亡命して民族主義運動「アプラ」を創設したアヤに代わり人民大
学の機関誌『クラリダー」誌の編集に関わり， またアプラの機関誌として
「アマウタ」誌の創刊に参画した。しかしアプラの指導者であるアヤとのペ
ルー革命をめぐる意見の対立は，同じくアプラの指導者で文学者のアルベル
ト・サンチェスとのインディヘニスモ論争を経て決定的となり， 28年マリア
テギはアプラを離れてペル一社会党を結成するに至った。党書記長に就任す
るとともに，翌29年には現在のペルー最大の労組であるペルー労働総同盟を
設立した。彼の社会主義はペル一人口の半分を占める先住民を基軸とする，
共同体的・農業的性格をもつものであり，また多階級的な統一戦線としての
社会党を想定していたところからコミンテルン派からエスエル的ポビュリス
ト政党，疑似アプラ党という批判を受け， 29年のラテンアメリカ労働組合会
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議とラテンアメリカ共産党会議は，コミンテルン派とペルー社会党の論争の
場となった。晩年のマルクスに通じる共同体の社会主義的再生という理論的
枠組みを構想し，革命の文学を語りうるラテンアメリカの最高の知性には，
それらを完成する時間はもはや残されていなかった。 1930年35歳の早すぎる
死であった。代表的な著作は『ペルーの現実解釈のための七試論』 (1928年），
『現代の光景」 (1925年），『世界危機の歴史』 (1923~24年にかけての人民大
学での講義録）などで1957年から「全集」 (20巻）が刊行されている。
(3) 日本におけるマリアテギの紹介
日本における最初のマリアテギ紹介は，おそらくw.z.フォスターの「ア
メリカ政治史概説』 (1955年，翻訳書） ［1]によってなされた。フォスター
はアメリカ共産党創始者の立場から南北アメリカの政治史を概銀したもの
で，マリアテギをペルー共産党の創立者で，インディオ問題の先覚者として
簡単に紹介している。日本人自らによる最初の紹介は，人類学者の寺田和夫
の随筆『アンデス教養旅行」 (1962年） ［2］においてなされた。この書では，
「ペルーにおける必読書とはなにか」についてのペルー学生との会話から
『ペルーの現実解釈のための七試論（以下「七試論」と略す）」を知り， マ
リアテギと出会った経緯が語られている。そして20頁にわたり，第 1章「経
済発展の図式」の内容が詳細に紹介されている。最後に「いかに冷静な社会
主義者を装い， ペルーの停滞を口ぎたなくののしっても……悲壮なる愛国
者」とマリアテギを評している。
以後マリアテギはさまざまな分野からの関心にしたがって言及，紹介がな
されてきた。初期においては，木田和雄は封建的土地所有の下で搾取される先
住民共同体の状況をマリアテギからの引用によって傍証している [3][8]。
またアプリスモに対するマリアテギの思想的影響についての言及 [4]，さ
らに独創的なマルクス主義者としての評価が紹介されている[5][6][7]。
しかしいかなる点で独創的なのかについては，思想面での分析を行った本格
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的な論文の登場を待たねばならなかった。
湯浅赳男は「マルクス主義と西欧世界』 (1974年） ［16]において，マルク
ス主義の非ヨーロッパ地域への適用の問題に言及して，非ヨーロッパ地域と
してのロシアの革命とは，西ヨーロッパ文化に反撃するエネルギーの発現で
あり，そのエネルギーはマルクス主義のもとで組織化されたとする。このよ
うな試みは，中国の毛沢東思想にその成功例をみるが，ペルーのマリアテギ
のなかに鮮明な論理的展開の軌跡がみられる。このように位置づけて，ペル
ーの現実であるインディオ問題とマルクス主義における国際主義のあいだの
緊張を持続してきた思想家としてマリアテギを描いている。
また山崎カヲルは， 『ホセ・カルロス・マリアーテギの思想ーペルーにお
ける共同体とマルクス主義の出会い」 (1975年） ［20]において，マルクス主
義における共同体論の重要な思想家としてマリアテギを位置づけ，その思想
が，ペルーの共同体研究とロシア革命後の西欧における新しいマルクス主義
思想にもとづいて獲得され， 共同体のラジカルな再把握を試みたとしてい
る。一方，『マリアーテギと同時代のヨーロッパ思想』 (1981年） ［46]では，
マリアテギにおけるヨーロッパ思想の影響に関連してマリアテギを欧化派だ
とする批判が存在しているが，マリアテギはペルーの固有性を発見するため
にヨーロッパという迂回路を思想的に必要としたと指摘する。当時，ョーロ
ッパの没落に代わる思想として，新大陸こそが新たな普遍性を創造する場だ
とする「イスパノ思想」が幅をきかせたが，これに対しマリアテギはヨーロ
ッパにおける新しい思想・文化としての社会主義に注目した， と述べてい
る。しかしあくまでペルーの現実を前提とした社会主義であることが，マリ
アテギの独創性であり，また当時にあっては異端性であったと指摘する。
原田金一郎の「ペルーにおける共同体と社会主義』 [36]は， それまでの
研究動向を踏まえながら共同体論にもとづくインディヘニスを，ゴンザレス
・プラダ，アヤ・デ・ラ・トーレのインディヘニスモと対比しながらその性
格を明らかにした。さらにマリアテギの活動の軌跡，従属論，周辺資本主義
論のなかにマリアテギの視点を位置づけ，体系的なマリアテギ論を展開して
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いる。上記の論文がヨーロッパ主義者としての側面がより評価されてきたこ
とに対する， ラテンアメリカ研究者からのインディヘニスタとしてのマリア
テギ評価になっている。
文学の分野でマリアテギが現われてくるのは， 1974年 [14]と75年 [17]
のいずれも翻訳書によってである。いずれも彼のインディヘニスモ文学への
影響が触れられている。 1978年には，柴崎忠房が「ホセ・カルロス・マリア
テギとモデルニスモ」 [31]において『七試論」をとりあげ， 第 7章「文学
の過程」の内容を紹介するとともに，第 3章「土地問題」という社会科学的
な分析のなかにも，きわめて文学的な表現やフランス語的表現（ガリシスモ）
が散見されるとして，文体面からマリアテギの文学的な立場を，後期モデル
ニスタと位置づけている。以後， 日本におけるラテンアメリカ文学への評価
が高まるにつれ，ラテンアメリカ文学史上のマリアテギの影響（とくにイン
ディヘニスモ文学において）が言及されるようになる [28][57] [93]。
またマリアテギの文化論については， 山口昌男がマリオ・バルガスーリョ
サとの雑誌対談 [35]において，「チャップリン解明の図式」「カーニバルの
主題」を高く評価し，マリアテギがもつ「開かれた，政治における戦闘性ば
かりではなく文化においても極めて柔軟な感受性に向かって開かれた知的伝
統は， 日本においても大いに継承されてしかるべき」だと述べている。また
別の対談 [52]のなかで，ジョン・リードとの対比において，革命のなかに
ユーモア，笑い持ち込む知的感覚をもち，エッセイストでありながら，それ
ぞれ共産党を創設した点での共通性を指摘している。
マリアテギの政治的な立場については，アプリスモとの協力関係から対立
関係への変遷の過程をマリアテギーアヤ論争という概念で言及したもの［19]
[40] [45]。インディヘニスモをめぐるレギア政権，アプリスモ，マリアテ
ギの政策，思想，運動に言及したもの [50][119]， たとえば， 辻豊治「ペ
ルーインディヘニスモの形成と展開」 [54]では， 前二者の官製インディヘ
ニスモおよび改良主義・民族主義的インディヘニスモに対する，マリアテギ
の社会主義インディヘニスモの相違を明らかにしている。またコミンテルン
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におけるマリアテギ思想をめぐる論争については [20][36]などが紹介し
ている。とくに松下マルタ論文 [68]では，アヤおよびコミンテルンの二重
社会論にもとづくプルジョア民主主義革命論に対して，マリアテギの社会主
義を「非資本主義的発展」にもとづく社会主義への飛び越し理論としてとら
えている。
運動論からのアプローチとしては，マリアテギが「異端者」として共産党
主流から排斥され1960年代になってウーゴ・プランコなどの農民闘争に受け
継がれていくという指摘 [9]， またインディオや共同体に革命の基盤をお
くマリアテギ思想への注目が表明されている [10]［15]。
これだけ言及され，紹介されながら，彼のオリジナルテキストは何ひとつ
翻訳されなかったが， 1988年，『七試論」 [88]が翻訳出版され，日本におけ
るマリアテギ研究にとっては記念すべき年となった。続いて「イタリアの景
観」「ローマを読み解く」「カーニヴァルに寄せて」［以上89], 「イタリアの
社会主義諸勢力」「社会主義の分裂」［以上96]が訳出され，マリアテギ思想
のもつ多面性がしだいに明らかとなっていった。『七試論」については， 書
評が2点出されている [90][95]。
一方，ペルーの極左ゲリラ運動センデロ・ルミノソ（正式名「マリアテギ
の輝かしき道）」との関連でマリアテギの名前が引き合いにだされているが
[53] [63] [100]，とくに1990年における日系人のフジモリ大統領の出現以
降は，ペルー政治への関心が急速に高まり，フジモリ政権が直面する最大の
政治問題としてセンデロ・ルミノソが注目され，その思想的源泉のひとつと
してしばしば言及されている [105][106] [108] [110]。なかでも太田昌国
編『センデロ・ルミノソ」 [124]では両者の関連についてさらに踏み込んだ
分析がなされている。 1985年と88年に，日本における代表的な百科事典の改
訂版が出版されたが，いずれも新しい項目として「マリアテギ」が取り上げ
られている [72][94]。
1992年はコロンプスによる「新大陸」への「到達」 500周年にあたり，日本
でもこれにちなんだ北米を含むラテンアメリカの歴史シリーズ，テーマ別の
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シリーズなどの記念出版が相次いだが，そのなかで民族主義，インディヘニ
スモ，アプラ主義運動に関連してマリアテギヘの言及がなされている［119]
[120] [121]。
日本におけるマリアテギ研究は，以上の概観から次のように要約されよう。
(1)ペルー政治史における重要性（とくにアプリスモとの関連）。（2)土地
制度史・共同体論。 (3)インディヘニスモ（運動・文学） （4)社会主義思想
（民族主義ではなく， 教条主義的マルクス主義でもない） （5)文化論（伝統
と資本主義文明の乖離，諧請や椰楡， ューモアの源泉） （6)第三世界革命論
（新左翼やゲリラ運動の思想的源泉）。
マリアテギをたんにペルーあるいはラテンアメリカの思想家，政治指導者
以上の存在としての一般性を獲得する所以があるとすれば，（4)(5)の側面，っ
まりまさにヨーロッパの思想・政治状況を踏まえた革命論と文明批評にあ
る。日本におけるマリアテギ研究は，今後ますますこの方向での紹介，分析
が進んでいくことと思う。
木田先生との出会いは， 1968年の神戸でのキューバ友好協会の発足に濶る。以来，
実践，運動面での柔軟性と学問上での厳格さの両面に触れ，また社会のあらゆる問題
に対する関心と博識にたえず啓発されてきた。ボリビアからペルーヘの帰途，先生の
計報に接した。はからずも病床からペルーヘの訪問を望んでおられたと奥様からお聞
きした。先生のご冥福を心よりお祈りします。
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1970年 [ 7] （歴史） 加茂雄三「1920年代のラテンアメリカ」「世界歴史」 26巻，
岩波書店， pp.301-04. 
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[9] （政治） 世界革命研究会「インディオ解放と世界革命」『世界革命
運動情報』 pp.2-6. 
[10] （政治） 山崎カヲル・高倉亮「ラテン・アメリカの革命戦争』三一
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[33] （思想） 木田和雄「私の古典ーラテン・アメリカ解放思想の古典」
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の文学と伝統」「世界J7月， 404号， pp.267-69. 
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[38] e*（経済史） Kinichiro Harada "Mariategui : una confluencia 
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[39] e＊債済史） KinichiroHarada, "Mariategui : una confluencia 
de! indigenismo y el marxismo". en Mariategui 
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メリカの中間階級」上智大学イベロアメリカ研究所，
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[52] （文化） 山口昌男， 川本三郎「映画の中の20年代ー革命の青春・
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ン」 No.21, p. 18. 
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リカ研究年報」 No.3, pp. 97-99, 104-05. 
[55] （歴史） 辻豊治「19世紀ペルーの従属的発展」『歴史学研究」別
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案内」（野谷文昭，旦敬介編著）冬樹社， p.95. 
[57]＃（文学） アレッホ・カルペンティエル「20世紀を迎えるラテンアメ
リカ文学」『ラテンアメリカ文学案内』冬樹社， p.260. 
[58] （事典） 原広司他「インディアスを＜読む＞』現代企画室， p.xxix.
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社， p.54. 
エドゥアルド・ガレアーノ 『収奪された大地」（大久保光
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日本におけるマリアテギの紹介と研究（辻） （237)73 
16巻10号， p.167-71. 
[92] （文化人類学） 友枝啓泰「ペルーのインディオと国民的アイデンティ
ティ」『民族とは何か』（川田順造，福井勝義編）岩波
書店， p.267. 
[93]＊（報告要旨） 山陰孝夫「マリアテギの「文学過程」をめぐって」『日
本ラテンアメリカ学会会報」 No.27, p. 4. 
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[113]＊（事典） 社会科学辞典編集委員会編「マリアテギ」「社会科学総合
事典」新日本出版社， p.623. 
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